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調
節
な
ど
の

で
す
が
、

に
お
い
が

に
な
っ
た
り
、

生
活
の
質
を
低
下
さ
せ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

汗
自
体
は
無
臭
で
す
が
、

細
菌
の
分
解
物
か
ら

に
お
い
が
生
じ
ま
す

発
汗
は
、
私
た
ち
人
間
の
体
に
備
わ
っ
た
、
体
温
調
節

シ
ス
テ
ム
で
す
。
気
温
が
高
い
真
夏
で
も
、
屋
外
で
働
い

た
り
ス
ポ
ー
ツ
を
し
た
り
で
き
る
の
は
、
汗
を
か
く
こ
と

で
、
体
温
が
必
要
以
上
に
上
が
ら
な
い
よ
う
に
調
節
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

「汗
を
分
泌
す
る
汗
腺
に
は
、
サ
ラ
サ
ラ
と
し
た
汗
を

も
．9
こ
．9

出
す
『
エ
ク
リ
ン
汗
腺
』
と
、
毛
孔
で
皮
脂
腺
と
つ
な
が

っ
て
い
る
『
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
』
の

2
種
類
が
あ
り
ま
す

（下
右
図
）
。
体
温
調
節
を
担
っ
て
い
る
の
は
、
主
に
エ
ク

リ
ン
汗
腺
で
す
。
体
温
が
上
昇
し
た
り
、
緊
張

・
不
安
が

生
じ
た
り
、

辛
い
も
の
を
食
べ
た
り
す
る
と
、
脳
の
指
令

に
よ
っ
て
交
感
神
経
か
ら
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
が
放
出
さ
れ
、

ェ
ク
リ
ン
汗
腺
に
あ
る
受
容
体
に
結
合
し
て
汗
を
出
し
ま

す

（下
左
図）」

そ
う
説
明
す
る
の
は
、

大
阪
み
な
と
中
央
病
院
長
・
美

容
医
療
セ
ン
タ
ー
長
で
、
多
汗
症
や
腋
臭
症

（
わ
き
が
）

の
治
療
な
ど
を
専
門
と
し
て
い
る
、
形
成
外
科
医
の
細
川

こ
う亙

先
生
で
す
。

エ
ク
リ
ン
汗
腺
は
ほ
ぼ
全
身
に
分
布
し
て
い
る
の
に
対

し
、
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
は
、
わ
き
、
乳
輪
、
外
陰
部
、

肛

門
な
ど
限
ら
れ
た
部
位
に
の
み
存
在
し
、
思
春
期
以
降
に

汗
の
分
泌
機
能
が
活
発
化
し
ま
す
。

ア
ボ
ク
リ
ン
汗
腺
が

何
の
た
め
に
あ
る
の
か
は
は
つ
き
り
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん

が
ヽ

暑い季節に

気になりやすい

汗と体臭のトラブル

からだと且豆の
A 
B 
C 

監修細川亙 （大阪みなと中央病院長・ 美容医療センター長）
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日
本
人
の
約
6
割
が

悩
ん
で
い
る
と
さ
れ
る

汗
や
体
臭
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

制
汗
剤
な
ど
の
セ
ル
フ
ケ
ア
で

あ
る
程
度
対
処
で
き
ま
す
。

緊
張
し
た
と
き
な
ど
に
、

日
常
生
活
に
困
る
ほ
ど

大
量
の
汗
を
か
く
の
が

「
多
汗
症
」
で
す
。

汗
を
抑
え
る
治
療
の

選
択
肢
は
増
え
て
お
り
、

改
善
が
可
能
で
す
。

フ
ェ
ロ
モ
ン
を
出
す
な
ど
性
的
な
役
割
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

「
汗
く
さ
い
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、

「汗
を
か

く
と
嫌
な
に
お
い
が
す
る
」
と
考
え
て
い
る
人
は
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
汗
は
血
液
か
ら
作
ら

れ
、
エ
ク
リ
ン
汗
腺
か
ら
出
る
汗
の
成
分
の

99％
は
水
分

で
、
汗
そ
の
も
の
は
無
臭
で
す
。
残
り
の

1
％
の
ほ
と
ん

ど
は
塩
分
で
、
他
に
は
カ
リ
ウ
ム
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、
亜

鉛
、
鉄
な
ど
、
微
温
の
ミ
ネ
ラ
J
V
が
含
ま
れ
ま
す
。
そ
れ

に
対
し
て
、
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
か
ら
出
る
汗
は
、
脂
質
や

た
ん
ぱ
く
質
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。

「汗
を
か
い
た
と
き
に
嫌
な
に
お
い
が
す
る
こ
と
が
あ

る
の
は
、
汗
に
皮
脂
や
垢
が
混
ざ
り
、
そ
れ
を
細
菌
が
分

解
す
る
こ
と
で
、
に
お
い
の
元
と
な
る
物
質
が
発
生
す
る

か
ら
で
す
。
特
に

『
わ
き
が
臭
』
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
に

お
い
は
、
皮
脂
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
た
皮
脂
と
、
ア
ポ
ク
リ

ン
汗
腺
か
ら
分
泌
さ
れ
た
汗
を
、
細
菌
が
分
解
す
る
こ
と

で
生
じ
ま
す
」

2
0
S
60代
の
約

6
割
が

汗
や
に
お
い
に
悩
ん
で
い
る

企
業
が
実
施
し
た
調
査
か
ら
も
、
汗
や
に
お
い
の
問
題

に
悩
ん
で
い
る
人
は
少
な
く
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

リ
ン
ナ
イ
が

2
0
2
0年
7
月、

2
0
S
6
0代
の
男
女
計

1

0
0
0
人
を
対
象
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
実
施
し
た
調
査

で
は
、
約

6
割
の
人
が
、
汗
や
に
お
い
の
問
題
で

「悩
ん

で
い
る
」
と
回
答
し
ま
し
た
。
こ
の
調
査
で
は
、
汗
や
に

お
い
を
気
に
し
て
い
る
の
は
、

20
S
30代
の
若
い
世
代
に
、

エクリン汗腺の発汗の仕組み 汗腺の構造
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。
ク

が

腺

る

ポ

匡

汗

ぁ

ァ

ン

が

。

孔

リ

腺

る

毛

ク

汗

す

、

ポ

ン

在

し

。

ァ

リ

存

在

る

ク

に

存

い

ポ

部

に

て

ア

深

織

っ

と

内

組

が

腺

皮

下

な

汗

真

皮

つ

ン

の

い

と

リ

膚

深

腺

ク

皮

も

脂

工

に

り

皮

は

主

よ

で

に

は

れ

）

腺

腺

そ

穴

汗

汗

は

る

r-

で
す
。

日
本
人
の
約
1
割
が

「
わ
き
が
臭
」
に

悩
ま
さ
れ
て
い
ま
す
。

わ
き
が
臭
が
生
じ
や
す
い
の
は

耳
垢
が
湿
っ
て
い
る
人
で
、

遺
伝
的
要
因
が
あ
り
ま
す
。

汗
を
分
泌
す
る
汗
腺
は

2
種
類
あ
り
ま
す
。

多
汗
症
と
関
係
あ
る
の
が

「
エ
ク
リ
ン
汗
腺
」
、

え
き
し
ゅ
う
し
ょ
う

腋
臭
症
（
わ
き
が
）
と

関
係
あ
る
の
が

「
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
」

医 一 わ手腋
療人き術臭
機でがな症
関悩臭どは
でまがで
相ず気治
談にに療
し‘なで
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「抗
コ
リ
ン
外
用
薬
は

ェ
ク
リ
ン
汗
腺
か
ら
汗
を
出

多
汗
症
は
、
外
用
薬
や

ボ
ト
ッ
ク
ス
療
法
な
ど
で

治
療
し
ま
す

％
が
気
に
し
て
い
ま
し
た

特
に
多
い
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。
汗
や
に
お
い
が
気
に
な

る
部
位
は
、

「
わ
き
」
が
最
も
多
く
、
そ
の
次
に
多
か
っ

た
の
は
「
髪
・
頭
皮
」
で
、

3
番
目
が
「
股
間
」
で
し
た
。

ニ
ベ
ア
花
王
が
、

2
0
1
5
年

1
月
に

2
0
S
5
9
歳
の
男

女
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
も
、
緊
張
し
た
と
き
に
汗

を
か
き
や
す
く
気
に
な
る
部
位
は
「
わ
き
」
が

一
番
多
く
‘

2
0
7
2
人
の
う
ち
女
性
の

60
.
8

%、
男
性
の

4
5
.
4

（
下
右
）
。

生
活
に
支
障
が
出
る
ほ
ど

大
量
の
汗
を
か
く
の
が

多
汗
症
で
す

汗
の
か
き
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
、
同
じ
よ
う
な
温
度

環
境
の
中
で
過
ご
し
て
も
、
汗
を
大
量
に
か
く
人
と
、
そ

れ
ほ
ど
で
も
な
い
人
が
い
ま
す
。
汗
の
量
は
、
脳
と
自
律

神
経
が
制
御
し
て
お
り
、
自
分
の
意
思
で
は
調
節
で
き
な

い
の
が
厄
介
な
と
こ
ろ
で
す
。

「
暑
さ
と
は
関
係
な
く
、
緊
張
し
た
と
き
や
不
安
に
な

っ
た
と
き
に
、
エ
ク
リ
ン
汗
腺
か
ら
大
量
の
汗
が
出
て
、

困
っ
て
い
る
人
は
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
た
と
え
ば
、
わ

き
汗
が
気
に
な
っ
て
仕
事
に
集
中
で
き
な
い
、
汗
が
大
量

に
出
る
の
で
恥
ず
か
し
く
て
人
前
で
話
せ
な
い
な
ど
、
生

活
に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
ら
『
多
汗
症
』
で
あ
り
、
治

療
が
可
能
で
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
に
、
多
汗
症
の
治
療
を

し
て
い
る
皮
附
科
や
形
成
外
科
な
ど
を
受
診
し
て
み
ま
し

ょ
う
」
と
細
川
先
生
は
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

原
発
性
局
所
多
汗
症
が
出
現
す
る
部
位
で
最
も
多
い
の

は
、
わ
き
、
手
の
ひ
ら
、
足
の
裏
、
頭
部
で
す
。
専
門
的

え
き
か

に
は
、
わ
き
の
多
汗
症
は
「
腋
窟
多
汗
症
」
、
手
の
ひ
ら

し
ゅ
し
ょ
う

の
場
合
は
「
手
掌
多
汗
症
」
と
呼
び
ま
す
。
手
の
ひ
ら
と

し
よ
う
せ
き

足
の
裏
の
多
汗
症
を
合
わ
せ
て

「掌
疸
多
汗
症
」
と
呼
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

2
0
0
9
年
度
に
厚
生
労
働
省
の
研
究
班
が

5
S
6
4
歳

の
男
女
約
5
8
0
0
人
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
結
果
か

ら
は
、
全
国
の
患
者
数
は
腋
窯
多
汗
症
が
約
2
2
4
万
人
、

手
掌
多
汗
症
が
約

62
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
腋
嵩

多
汗
症
の
発
症
年
齢
の
平
均
は

1
9
.
5
歳
、
手
掌
多
汗
症

は
1
3
.
8
歳
で
す
。
同
研
究
班
は
、

「
多
汗
症
の
た
め
に

生
活
の
質
の
低
下
を
実
感
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

医
療
機
関
を
受
診
し
た
人
は
、
饂
％
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
」
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

原
発
性
局
所
多
汗
症
の
治
療
で
は
、
体
へ
の
負
担
が
最

も
少
な
い
薬
物
療
法
か
ら
始
め
る
の
が
基
本
と
な
り
ま
す

（
下
右
表
）
。

治
療
の
選
択
肢
が
多
い
の
は
腋
窃
多
汗
症
で
、

2
つ
の

「
抗
コ
リ
ン
外
用
薬
」
が
保
険
診
療
で
使
え
る
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。

「
ボ
ト
ッ
ク
ス
療
法
は

4
S
9
カ
月
間
し
か
効
果
が
持

続
し
な
い
の
で
、

1
年
に

2
S
3
回
程
度
、
注
射
を
打
つ

電
磁
波
療
法
や

手
術
な
ど
の
選
択
肢
も

「ボ
ト
ッ

多
汗
症
は
、
全
身
か
ら
大
呈
の
汗
が
出
る
「
全
身
性
多

汗
症
」
と
、
わ
き
や
手
、
足
な
ど
限
ら
れ
た
部
位
に
症
状

が
出
る
「
局
所
性
多
汗
症
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

ど
ち
ら
も
、
何
ら
か
の
疾
病
に
関
連
す
る

「
続
発
性
多

汗
症
」
と
関
連
す
る
疾
病
の
な
い

「原
発
性
（
突
発
性
）

多
汗
症
」
が
あ
り
ま
す
。
続
発
性
の
原
因
と
な
る
疾
病
に

は
、
「
全
身
性
」
で
は
結
核
な
ど

の
感
染
症
、
甲
状
腺
機

こ
う
し
ん

能
充
進
症
、
糖
尿
病
な
ど
が
あ
り
、
「
局
所
性
」
で
は
、

顔
や
頭
部
に
汗
を
か
く
脳
梗
塞
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

原
発
性
多
汗
症
の
ほ
と
ん
ど
は
、
暑
さ
と
は
関
係
な
く
、

緊
張
し
た
と
き
や
不
安
に
な
っ
た
と
き
に
、
わ
き
、
手
、

足
、
顔
、
頭
部
な
ど
の
局
所
に
大
昆
の
汗
が
出
る

「原
発

性
局
所
多
汗
症
」
で
す
。
下
左
の
基
準
に
当
て
は
ま
る
か

ど
う
か
が
、
診
断
の
目
安
に
な
り
ま
す
。
原
発
性
局
所
多

汗
症
で
は
、
左
右
両
方
の
わ
き
や
手
の
ひ
ら
、
足
の
裏
な

ど
に
症
状
が
出
る
の
が
特
徴
で
す
。

「重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、

生
活
に
支
障
が
あ
っ
て
本
人

が
困
っ
て
い
る
か
ど
う
か
で
す
。
わ
き
や
手
の
ひ
ら
な
ど

に
大
量
の
汗
が
出
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
本
人
が
気
に
な

ら
な
け
れ
ば
、
そ
れ
は
単
な
る
『
汗
っ
か
き
』
で
、
治
療

の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
多
汗
の
た
め
に
、
仕
事

や
勉
強
の
能
率
が
低
下
し
た
り
、
自
信
を
失
っ
た
り
、
引

き
こ
も
り
に
な
っ
た
り
し
て
い
る
の
な
ら
、
改
善
の
余
地

が
あ
り
ま
す
。
原
発
性
局
所
多
汗
症
は
治
療
が
で
き
る
病

気
だ
と
い
う
こ
と
を
、
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
」

す
神
経
伝
達
物
質
の
ア
セ
チ
J
V
コ
リ
ン
の
働
き
を
抑
え
る

こ
と
で
、
汗
の
呈
を
軽
減
す
る
作
用
の
あ
る
薬
で
す
。
ま

た
、
保
険
適
用
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
従
来
か
ら
使

わ
れ
て
い
て
安
価
な

『塩
化
ア
J
V
ミ
ニ
ウ
ム
外
用
薬
』
を

用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
ど
の
薬
を
使
う
か
は
、
患
者

さ
ん
の
好
み
や
、

試
し
て
み
た
際
の
か
ぶ
れ
に
く
さ
な
ど

で
選
び
ま
す
」
と
細
川
先
生
は
話
し
ま
す
。

抗
コ
リ
ン
外
用
薬
の
「
ソ
フ
ピ
ロ
ニ
ウ
ム
臭
化
物
（
商

品
名
・
エ
ク
ロ
ッ
ク
ゲ
ル
）
」
は
ゼ
リ
ー
状
の
ゲ
J
V
剤
で
、

「
グ
リ
コ
ピ
ロ
ニ
ウ
ム
ト
シ
J
v
酸
塩
水
和
物
（
商
品
名
・

ラ
ピ
フ
ォ
ー
ト
ワ
イ
プ
）
」
は
不
織
布
に
薬
液
が
染
み
込

ま
せ
て
あ
る
シ
ー
ト
状
の
薬
で
す
。
ど
ち
ら
も
1
日
1
回、

わ
き
の
下
に
塗
布
し
ま
す
。

手
足
や
顔
、
頭
部
な
ど
に
は
、
塩
化
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
外

用
薬
が
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
緊
張
や

不
安
が
強
い
場
合
に
は
、
抗
不
安
薬
な
ど
の
内
服
薬
が
使

わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
薬
で
改
善
が
難
し
い
場
合
に
は
、

ク
ス
療
法
」
も
選
択
肢
と
な
り
ま
す
。
ボ
ト
ッ
ク
ス
療
法

は
、
患
部
に
数
十
力
所

「
A
型
ボ
ッ
リ
ヌ
ス
毒
素
製
剤
」

を
注
射
す
る
こ
と
で
、
ア
セ
チ
J
V
コ
リ
ン
の
放
出
を
抑
え

る
方
法
で
す
。
重
度
の
腋
裔
多
汗
症
に
は
保
険
が
適
用
さ

れ
ま
す
。

本
人
が
困
っ
て
い
る
か
が

重

要
な
ポ
イ
ン

ト

電磁波（マイクロ波）療法 多汗症の薬の特徴

わきの汗腺の位置にマーキングをし、局所

麻酔をしてから、マーカーに沿ってマイク

ロ波を照射し、エクリン汗腺とアポクリン

汗腺を破壊する。

薬品名 （商品名） 作用の仕方 保険適用

抗コリン外用薬

- --------------―----------
・ソフピロニウム臭化物

（エクロックゲル）
汗を生成させるアセチル 原発性腋窓

・グリコピロニウムトシル コリンの働きを抑える 多汗症のみ

酸塩水和物

（ラピフォート ワイプ）

アルミ ニウムイオンと汗

塩化アルミニウム外用薬 の成分が一緒になり、汗 なし

の出口をふさぐ

A型ポツリヌス毒素製剤
交感神経に働きかけて、 重度の原発

（ボトックス注用）
アセチルコリンの放出を 性腋窓多汗

抑える 症のみ

原発性局所多汗症の診断基準 緊張すると汗が出やすい部位

・------------------------------------------------. 

： 手、足、わき、顔、頭部などの局 i 

： 所に、原因不明の過剰な発汗が、 ： 

: 6カ月以上認められる

:------ --- -------―＿ー―- 十 —------ ------------ - - :

下の0~0の症状のうち、

2項目以上に当てはまる

〇最初に症状が出たのは 25歳以下のとき

〇左右同じくらい発汗がみられる

R睡眠中は発汗が止まっている

0 1週間に 1回以上、汗で困ることがある

〇 家族に多汗症の人がいる

R 日常生活に支障をきたしている

出典：日本皮膚科学会 「原発性局所多汗症診療ガイ

ドライン 2023年改訂版」を参考に作成

わき

顔

手

背中

足の裏

その他

邸呵函
53.0% 

60.8% 

25.0% 
コ27.4%

22.4% 

46.1% 
::::::::J52.2% 

39.8% 
37.1% 
困6.1%
38.0% 

■全体 (n=2072)

□男性全体 (n=l054)

□女性全体 (n=l018)

゜
10 20 30 40 50 60 70 (%) 

※ 「全体」のTOP3のスコアで降順ソート

TOP3 = 「とても気になる」＋「気になる」 ＋「やや気になる」

※「緊張汗」をほとんどかかないと回答した人は除く

出典：ニベア花王株式会社「汗の悩みに関する意識調査」 (2015年 1月）より
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ガ
ー
ゼ
テ
ス
ト
は
、
わ
き
に
数
分
間
ガ
ー
ゼ
を
は
さ
み

腋
臭
症
は
、
多
汗
症
と
同
様
、
「
本
人
が
気
に
し
て
い

る
か
ど
う
か
」
が
診
断
と
治
療
の
条
件
で
す
。

「
腋
臭
症
か
ど
う
か
は
、
耳
垢
の
タ
イ
プ
、
家
族
や
周

囲
の
人
が
『
わ
き
が
臭
が
す
る
』
と
言
っ
て
い
る
か
の
確

認
、
ガ
ー
ゼ
テ
ス
ト
な
ど
の
結
果
か
ら
判
断
し
ま
す
」
と

細
川
先
生
。

腋
臭
症
に
対
す
る

最
も
確
実
な
治
療
法
は

手
術
で
す

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
腋
商
多
汗
症
に
関
し
て
は
、

1
回
の
施
術
に
よ
っ
て
、
汗
が
気
に
な
ら
な
く
な
る
程
度

の
効
果
が
得
ら
れ
る
『
電
磁
波
（
マ
イ
ク
ロ
波
）
療
法
』

（
前
頁
・
下
左
図
）
を
、
形
成
外
科
や
美
容
外
科
な
ど
で

受
け
る
患
者
さ
ん
が
増
え
て
い
ま
す
」

電
磁
波
療
法
は
、
ミ
ラ
ド
ラ
イ
と
い
う
機
器
な
ど
を
使

っ
て
、
わ
き
の
エ
ク
リ
ン
汗
腺
と
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
を
、

マ
イ
ク
ロ
波
に
よ
っ
て
焼
き
切
る
治
療
法
で
す
。
こ
の
治

療
で
は
、
強
い
熱
エ
ネ
J
v
ギ
ー
に
よ
る
神
経
損
餡
を
防
ぐ

た
め
に
、
わ
き
の
皮
膚
と
神
経
の
間
に
局
所
麻
酔
薬
を
注

入
し
、
空
間
を
作
り
ま
す
。

「保
険
診
療
の
対
象
に
は
な
ら
ず
、
自
費
診
療
で

1
回

20
万
s
40
万
円
か
か
る
治
療
で
す
。
そ
れ
で
も
、
定
期
的

に
医
療
機
関
に
通
院
し
‘
外
用
薬
や
注
射
薬
に
よ
る
治
療

を
受
け
る
必
要
が
な
い
の
で
、
電
磁
波
療
法
を
選
択
す
る

患
者
さ
ん
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

電
磁
波
療
法
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
傷
が
残
ら
ず
体
へ
の
負

担
が
少
な
い
こ
と
で
す
が
、
ま
れ
で
は
あ
る
も
の
の
、
腕

の
神
経
の
麻
痺
な
ど
が
生
じ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
高
額
の

治
療
費
が
か
か
る
の
も
デ
メ
リ
ッ
ト
と
い
え
ま
す
。

掌
鍍
多
汗
症
に
対
し
て
は
、
水
道
水
を
入
れ
た
容
器
に

手
や
足
を
入
れ
、
微
量
の
電
流
を
流
し
て
汗
の
品
を
減
ら

す
「
水
道
水
イ
オ
ン

ト
フ
ォ
＞
ー
シ
ス
」
（
下
右
図
）
と

い
う
治
療
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
汗
腺
に
指
令
を
出
す
交

感
神
経
を
、
胸
部
で
切
断
す
る
手
術
「
交
感
神
経
遮
断

り
ま
す
。
前
述
の
よ
う
に
、
わ
き
が
臭
に
は
ア
ポ
ク
リ
ン

汗
腺
が
関
係
し
て
お
り
、
わ
き
が
臭
が
あ
る
体
質
の
人
は
、

日
本
人
の

1
割
程
度
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
わ
き
の
下
か
ら
鼻
を
つ
く
よ
う
な
独
特
の
に
お
い
を

発
す
る
腋
臭
症
は
遺
伝
的
な
要
素
が
あ
り
、
耳
垢
が
湿
っ

し
っ
せ
い
み
み
あ
か

て
い
る

『浬
性
耳
垢
』
の
人
に
多
く
、
耳
垢
が
乾
燥
し
た

タ
イ
プ
の
人
に
は
生
じ
ま
せ
ん
。
世
界
的
に
は
、
湿
性
耳

垢
で
わ
き
が
臭
が
あ
る
人
が
大
多
数
で
す
。
ア
フ
リ
カ
か

ら
世
界
へ
散
ら
ば
っ
た
人
類
が
、
東
ア
ジ
ア
ヘ
到
達
し
た

と
き
に
突
然
変
異
し
、
乾
燥
し
た
耳
垢
で
わ
き
の
に
お
い

が
な
い
人
が
増
え
た
と
み
ら
れ
ま
す
。
日
本
で
は
、
わ
き

が
臭
の
あ
る
人
が
少
数
派
で
、
か
つ
古
く
か
ら
周
囲
に
に

お
い
を
発
す
る
の
を
嫌
う
文
化
的
背
景
が
あ
る
た
め
、
腋

臭
症
が
、
『
体
質
で
は
な
く
病
気
』
と
捉
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
」

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
比
べ
、

自
分
に
合
っ
た
治
療
の
選
択
を

腋
臭
症
に
も
電
磁
波
療
法
を

希
望
す
る
人
が
増
加
中

汗
や
体
臭
に
対
す
る

セ
ル
フ
ケ
ア
も

試
し
て
み
ま
し
ょ
う

大
切
で
す
」

術
」
が
検
討
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

「
薬
物
療
法
以
外
の
治
療
に
関
し
て
は
、
皮
膚
科
で
は

水
道
水
イ
オ
ン
ト
フ
ォ
＞

ー
シ
ス
‘
形
成
外
科
や
美
容
外

科
で
は
電
磁
波
療
法
、
胸
部
外
科
で
は
交
感
神
経
遮
断
術

と
い
っ
た
よ
う
に
、
診
療
科
に
よ
っ
て
勧
め
ら
れ
る
治
療

法
が
異
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
リ
ッ

ト
と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
よ
く
聞
い
て
比
較
し
、
自
分
の
ラ
イ

フ
ス
タ
イ
ル
や
価
値
観
に
合
わ
せ
て
治
療
を
選
ぶ
こ
と
が

と
細
川
先
生
は
強
調
し
ま
す
。

汗
と
体
臭
の
悩
み
に
対
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ
ル
フ

ケ
ア
が
あ
り
、

一
時
的
な
制
汗
・
消
臭
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
（
下
左
）
。
大
最
の
汗
が
気
に
な
る
場
合
に
は
制
汗

剤
、
に
お
い
が
気
に
な
る
な
ら
消
臭
剤
で
取
り
除
く
方
法

が
あ
り
ま
す
。
わ
き
に
汗
を
か
い
た
ら
、
す
ぐ
に
タ
オ
ル

や
除
菌
用
ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
で
拭
き
取
る
と
、

に
お
い
の
元
と
な
る
細
菌
を
軽
減
で
き
ま
す
。
わ
き
で
の

細
菌
繁
殖
を
抑
え
る
た
め
に
は
、
わ
き
毛
の
処
理
が
有
効

で
、
美
容
外
科
な
ど
で
永
久
脱
毛
を
受
け
る
人
も
増
え
て

い
ま
す
。

セ
ル
フ
ケ
ア
で
は
抑
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
強
い
わ
き
が

臭
に
悩
ん
で
い
る
よ
う
な
ら
、
形
成
外
科
や
皮
膚
科
、
美

容
外
科
な
ど
で
「
腋
臭
症
」
の
治
療
を
受
け
る
方
法
が
あ

そ
の
に
お
い
を
調
べ
る
検
査
で
す
。
腋
臭
症
の
診
断
の
た

め
に
医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
は
、
制
汗
剤
や
消
臭
剤

は
使
わ
ず
‘
わ
き
の
下
に
余
裕
の
あ
る
衣
服
を
着
用
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

実
際
に
は
ほ
と
ん
ど
に
お
い
が
し
な
い
の
に
、
自
分
は

煉
な
に
お
い
を
発
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
「
自

己
臭
恐
怖
症
」
で
あ
る
場
合
に
は
、
心
療
内
科
や
精
神
科

の
受
診
を
勧
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

腋
臭
症
に
対
し
て
は
、
汗
を
抑
え
る
こ
と
で
結
果
的
に

に
お
い
を
減
ら
せ
る
こ
と
か
ら
、
塩
化
ア
J
V
ミ
ニ
ウ
ム
な

ど
の
外
用
薬
が
用
い
ら
れ
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、

最
も
確
実
な
治
療
法
は
、
手
術
に
よ
る
ア
ボ
ク
リ
ン
汗
腺

の
切
除
で
す
。

形
成
外
科
な
ど
で

一
般
的
に
行
わ
れ
る
の
は
、
わ
き
の

下
を

3
S
4
c
m
、

1
S
2
カ
所
切
開
し
て
、
ア
ポ
ク
リ
ン

汗
腺
を
除
去
す
る
「
皮
弁
法
」
と
い
う
手
術
法
で
す
（
下

図
）
。
他
に
、
ア
ポ
ク
リ
ン
汗
腺
だ
け
で
は
な
く
、
エ
ク

リ
ン
汗
腺
を
含
む
皮
間
そ
の
も
の
を
除
去
す
る

「皮
膚
切

除
術
」
と
い
う
方
法
も
あ
り
ま
す
が
、
大
き
な
傷
が
残
り

や
す
い
た
め
、
現
在
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

「
皮
弁
法
と
皮
膚
切
除
術
は
、
保
険
診
療
で
受
け
ら
れ

る
手
術
法
で
す
。
皮
弁
法
は
外
来
で
行
う
医
療
機
関
も
あ

り
ま
す
が
、
手
術
後
し
ば
ら
く
わ
き
に
ガ
ー
ゼ
を
当
て
る

圧
迫
固
定
が
必
要
に
な
る
た
め
、
入
院
治
療
の
場
合
も
あ

り
ま
す
。
特
に
皮
弁
法
は
、
外
科
医
に
よ
る
技
術
の
差
が

細川 亙 （ほそかわこう）

1979年大阪大学医学部

卒業。 1999年同大医学

部に形成外科を創設し、

初代教授に。 2018年よ

り現職。専門は形成外科、

美容外科。日本人初のア

メリカ形成外科学会名誉
ヽ ＝
云貝。

皮弁法

アポクリン

汗腺

＇ • ̀  ヽ
ヽ
I 

局所麻酔をしてわきの下を切開し、皮膚

の裏側のアポク リン汗腺を取り除く。

出
や
す
い
の
で
、
経
験
豊
富
な
形
成
外
科
医
が
い
る
医
療

機
関
を
選
ぶ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
自
費
診
療
で

す
が
、
腋
窯
多
汗
症
の
治
療
に
用
い
ら
れ
る
電
磁
波
療
法

も
有
効
で
す
。
最
近
で
は
、
こ
ち
ら
を
希
望
す
る
患
者
さ

ん
が
増
え
て
お
り
、
皮
弁
法
な
ど
の
手
術
は
減
り
つ
つ
あ

り
ま
す
」
と
細
川
先
生
は
話
し
ま
す
。

選
択
肢
が
増
え
て
き
た
か
ら
こ
そ
、
多
汗
症
や
腋
臭
症

の
治
療
を
受
け
る
際
に
は
、
よ
く
吟
味
し
て
、
自
分
に
合

っ
た
治
療
を
選
び
た
い
も
の
で
す
。

汗とにおいを抑えるセルフケア 水道水イオントフォレーシス

■制汗剤・消臭剤

汗を抑える制汗剤には、スプレータイプ、 ロールオ

ンタイプ、クリ ームタイプ、シート タイプなどがあ

る。消臭剤は、衣服や靴などのにおいを抑える。

■アルコール消毒

肌に使ってよい除菌用アルコールを含むウエッ トテ

ィッシュなどで拭き、常在菌を減らす。

■わき毛の処理

汗や脂がとどまって細菌が繁殖するのを防ぐため、

わき毛を処理するのも効果的。

水道水を入れた容器に手や足を入れ、微景の

電流を流して水素イオンを発生させ、汗腺の

働きを低下 させる。月 4回までは保険適用。
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